
 

 

 

 

桑野造船のある堅田では、つい最近まで結構雪も降っていましたが、ようやく春め 

いてきました。堅田の工場からは湖面の移り変わりがよく感じられます。湖面に朝 

日が反射していると、お日様のありがたさも 2倍に感じられるこの頃です。 

先日、ある会合でのこと、滋賀の地元企業の社長さんでしたが「ボートってどんな 

ん？カヌーとはちゃうの？」といった話になったので、1X や 8＋の写真をお見せし 

ました。真上から見たような写真です。すると「うわっ！めっちゃかっこええやん 

！」とかなり新鮮に感動してもらえました。広島ならいざ知らず、琵琶湖を擁する 

滋賀県人は 99％ボートのことは知っていると思っていたので、私の方こそ新鮮な 

驚きでした（そうか…残り 1％だったのか）。 

でも意外とそんなものなのかもしれません。もっとこのスポーツを、ボートフリークだけでなく、みんながよく知っていて、

気軽に楽しめるスポーツにしていきたいものです。                      【小澤】 
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＊Halfway 

 いつも中間地点の心意気で 

＊World 

世界を目指す 

＊Every “ware” 

 なんでも揃う桑野 

＊Safety 

 命を預かるボートを造ることの重さ 

BOAT TIMES の配信停止を希望される方は、お手数ですが FAX(077-573-8002) または E-mail(kuwano@k-boat.co.jp)で弊社まで

ご連絡下さい。また、ご意見・ご感想などもお待ちしております。次号は 4/18 発行予定です。 

●お知らせ 
＊消費税について 

4/1 より消費税率が 5％から 8％に上がります。3/31（月）営業時間内(～17：00)にご注文いただいた商品につきましては 5％

にて対応させて頂きます。営業時間外のご注文および在庫切れ等で納品までにお時間がかかる商品につきましては 4月付での対

応となりますので 8％で処理させていただきます。パーツをご注文予定の方はお早めにお手続きくださいますようお願い申し上

げます。 

＊Concept2，NK 製品 価格改定のお知らせ 

メーカーでの商品価格引き上げと、長引く円安傾向の影響により、エルゴメーターおよび NK 商品各種の価格を改訂することと

なりました（エルゴのパーツにつきましては税抜き価格はこれまで通りとなっております）。 

4/1 より随時弊社 HP パーツショップの表示価格を変更し、新価格にて対応させていただきます。 

皆様にはご迷惑をお掛けしますが、ご理解の程よろしくお願い致します。 

＊下記大会に出店します 

お花見レガッタ＠戸田ボートコース 3/29（土）～30（日） 中日本レガッタ＠愛知池漕艇場 4/18（金）～20（日） 

朝日レガッタ＠琵琶湖漕艇場    5/3（土）～6（火） 

展示ブースの出店及び現地でのメンテナンスを行います。パーツの受け渡しや現地での修理依頼等ありましたら事前にご連絡を

お願い致します。大会に関係のない艇の修理も承りますので、お気軽にご依頼ください。 

＊新工場住所について 

Vol.101 内にて弊社新工場の住所をお知らせしましたが、番地の間違いがありましたので、訂正いたします。 

正：〒520-0357 滋賀県大津市山百合の丘 10 番 1号  誤：16 番 5号 

●フィンの話           【小澤】 
桑野ではボートの修理も承っています。修理で多いのは、バウ（船首）付近

やハル（船体）の様々な傷みですが、他に意外に多いのはフィン周りの損傷

です。そしてその損傷のかなりの件数が、乗艇中ではなく陸上で風に煽られ

るなどしてウマから落下、損傷というものです。風による転落がないよう、

しっかりと固定するなどして十分用心しましょう。 

ところで、最近のフィンはほとんど着脱式になっています。がっちり固定さ

れているのではなく、前後の溝をピンにはめ込み、ガタつきが気にならない

程度に調整されているだけです。そこで、前端のネジ①（塗膜に隠れている

ところもあります）を、傷めないように慎重に外し、②フィンの後部に当て

木をして優しく叩いて前にずらせば、後ろの溝がピンから外れ、後ろ側を引

き上げることができます。フィン自体の変形や損傷などは、この方法で外し

てから、整形したり新しいフィンに交換したりできます。このように原理は

簡単なのですが、ネジ山をつぶしたり、溝を傷めると厄介なので、作業は熟

練した方が自己責任で行ってください。また、フィンを受けている船体の方

が損傷しているケースでは、しっかりとした診断と修理が必要になることも

あります。その際は遠慮なくご相談ください。 
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